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15歳で全日本代表候補に選ばれたが、成長に伴う腰痛に苦渋し、期待されたアテネ五輪代表入りはならず。名門校のエースとして
春高バレーなどで活躍し、再び注目を集める。久光製薬スプリングスに入団し、開幕戦スタメンと順調なスタートを切った。
全日本代表で国際大会にも出場したが、２年間に左右のアキレス腱を断裂する不運に見舞われた。持病の腰痛、足の治療に専念す
るためチームを退団。その後、世界最高峰と言われる2大海外リーグへ挑戦し、９年越しの夢を叶えてロンドン五輪に出場した。翌
シーズンからは久光製薬に復帰しセッターに転向するも、2015年には１年間バレーボールから離れ休養。2016年、PFUブルー
キャッツでスパイカーとして復帰し、2017-18年シーズンには、Ｖチャレンジリーグの準優勝に大きく貢献する。2018年5月、黒鷲
旗を最後に惜しまれながらも現役を引退。引退後はこれまでの経験を活かし、さまざまな活動を展開している。
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P R O F I L E

講 演 トークショー イベント クリニック

メディア出演 司 会

メダリスト オリンピアン

解 説 コラム

バレーボール


